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主な新規事業
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今年度の一般会計当初予算は、 
5９億９，３00万円

■問い合わせ　総務課財政係　４３－２１１１

平
成
26
年
度

　

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す

が
、 

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に

努
め
、 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
予
算
を
重
点
配
分
し

ま
し
た
。 

　

塙
町
に
お
け
る
平
成
26
年
度

の
予
算
規
模
は
、 

一
般
会
計
で

59
億
９
，
３
０
０
万
円
、 

前
年

度
比
19
・
０
％
の
増
、 

特
別
会

計
で
25
億
２
，
４
８
２
万
円
、 

前
年
度
比
３
・
５
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、 

一
般

会
計
と
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般

会
計
は
、 

全
般
的
な
経
費
を
処
理
す
る

会
計
。
特
別
会
計
は
、 

特
定
の
事
業
を

行
う
た
め
に
、 

歳
入
（
収
入
）・
歳
出
（
支

出
）
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す

る
た
め
の
会
計
。 

【
歳
入
】

▼
地
方
交
付
税　

地
方
自
治
体
の
財
政

　

力
に
応
じ
て
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
お

　

金
。
自
治
体
間
の
財
政
格
差
を
縮
め
、 

　

全
国
ど
こ
で
も
必
要
最
低
限
の
生
活

　

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的

▼
町
税　

町
民
税
（
個
人
・
法
人
）、 

　

固
定
資
産
税
、 

軽
自
動
車
税
、 

た
ば

　

こ
税
な
ど
町
が
収
納
で
き
る
税
金

▼
町
債　

町
の
借
金
。
一
時
的
に
大
き

　

な
支
出
が
必
要
な
と
き
や
、 

将
来
、 

　

経
費
を
負
担
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

　

い
場
合
に
決
め
ら
れ
た
手
続
き
で
借

　

り
る
お
金

▼
国
県
支
出
金　

町
が
行
う
仕
事
に
対

　

し
、 

国
や
県
が
出
す
補
助
金
な
ど
。 

　

使
い
道
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て

　

い
る

▼
地
方
消
費
税
交
付
金　

消
費
税
の
う

　

ち
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
地
方
譲
与
税　

国
が
国
税
と
し
て
集

　

め
た
お
金
を
地
方
自
治
体
に
配
分
す

　

る
も
の

▼
繰
入
金　

基
金
（
預
金
）
か
ら
繰
り

　

入
れ
る
お
金

【
歳
出
】

▼
民
生
費　

主
に
高
齢
者
、 

障
が
い
者
、 

　

子
ど
も
、 

ひ
と
り
親
福
祉
な
ど
に
使

　

わ
れ
る
お
金

▼
教
育
費　

学
校
や
公
民
館
な
ど
教
育

　

施
設
の
整
備
や
運
営
に
使
わ
れ
る
お

　

金
▼
総
務
費　

選
挙
や
税
金
の
徴
収
、 

広

　

報
紙
の
発
行
な
ど
行
政
運
営
に
使
わ

　

れ
る
お
金

▼
農
林
水
産
業
費　

農
家
の
支
援
や
用

　

水
路
の
整
備
な
ど
農
業
振
興
に
使
わ

　

れ
る
お
金

▼
公
債
費　

町
債
（
借
金
）
の
返
済
に

　

充
て
ら
れ
る
お
金

▼
衛
生
費　

ご
み
処
理
や
母
子
保
健
、 

　

検
診
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

▼
土
木
費　

橋
や
道
路
な
ど
の
整
備
に

　

使
わ
れ
る
お
金

▼
消
防
費　

消
防
施
設
の
整
備
や
、 

消

　

防
組
合
の
負
担
金

▼
議
会
費　

町
議
会
の
運
営
な
ど
に
使

　

わ
れ
る
お
金

▼
商
工
費　

町
内
の
商
工
業
者
な
ど
の

　

支
援
に
使
わ
れ
る
お
金

【
性
質
別
内
訳
】
※
４
㌻
参
照

▼
補
助
費
等　

各
種
の
補
助
金
や
負
担

　

金
と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
人
件
費　

職
員
の
給
料
や
議
員
の
報

　

酬
と
し
て
使
わ
れ
る
お
金

▼
物
件
費　
消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費
。

　

賃
金
、 

旅
費
、 

交
際
費
、
需
用
費
な
ど

▼
公
債
費　

町
債
（
借
金
）
の
返
済
に

　

充
て
ら
れ
る
お
金

▼
投
資
的
経
費　

建
物
の
建
設
や
道
路

　

な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る

　

お
金

▼
繰
出
金　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計

　

に
繰
り
出
さ
れ
る
お
金

▼
扶
助
費　

福
祉
や
医
療
の
費
用
と
し

　

て
給
付
さ
れ
る
お
金

▼
維
持
補
修
費　

道
路
、 

公
共
施
設
な

　

ど
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
お
金

「町税」の内訳
項　　目 予 算 額 対前年度比較 予算に占める割合

固 定 資 産 税 4億141万円 29万円 6.7％

町 民 税 3億2,680万円 2,614万円 5.5％

町 た ば こ 税 5,669万円 205万円 0.9％

軽 自 動 車 税 2,201万円 18万円 0.4％

入 湯 税 1,086万円 △100万円 0.2％

鉱 産 税 3万円 1万円 ―

「その他」の内訳
項　　目 予 算 額 対前年度比較 予算に占める割合

自動車取得税交付金 841万円 △775万円 0.1％

利 子 割 交 付 金 195万円 51万円 ―

地 方 特 例 交 付 金 171万円 △39万円 ―

配 当 割 交 付 金 157万円 66万円 ―

交通安全対策特別交付金 108万円 △2万円 ―

株式等譲渡所得割交付金 47万円 △ 26万円 ―

寄 附 金 10万円 ― ―

「民生費」の内訳
項　　目 予 算 額 対前年度比較 予算に占める割合

社 会 福 祉 費 3億3,115万円 3,436万円 5.5％

児 童 福 祉 費 2億8,965万円 1,098万円 4.8％

老 人 福 祉 費 2億2,124万円 145万円 3.7％

障 が い 者 福 祉 費 1億9,751万円 1,482万円 3.3％

一般会計　歳入（収入）

一般会計　歳出（支出）

「総務費」の内訳
項　　目 予 算 額 対前年度比較 予算に占める割合

総 務 管 理 費 7億1,377万円 3,178万円 11.9％

徴 税 費 8,438万円 775万円 1.4％

戸籍住民基本台帳費 3,433万円 △2,605万円 0.6％

選 挙 費 1,364万円 △287万円 0.2％

監 査 委 員 費 659万円 △149万円 0.2％

統 計 調 査 費 290万円 200万円 －

「農林水産業費」の内訳
項　　目 予 算 額 対前年度比較 予算に占める割合

農 業 費 3億2,659万円 3,000万円 5.4％

林 業 費 2億2,027万円 7,978万円 3.8％

農業集落排水処理費 1億2,028万円 △150万円 2.0％

地 籍 調 査 費 2,130万円 △260万円 0.3％

「教育費」の内訳
項　　目 予 算 額 対前年度比較 予算に占める割合

保 健 体 育 費 7億3,990万円 5億6,150万円 12.3％

幼 稚 園 費 1億3,758万円 455万円 2.3％

中 学 校 費 1億2,870万円 7,667万円 2.2％

社 会 教 育 費 1億1,931万円 △7,087万円 2.0％

小 学 校 費 1億1,080万円 △1,701万円 1.8％

教 育 総 務 費 1億34万円 1,028万円 1.7％

「衛生費」の内訳
項　　目 予 算 額 対前年度比較 予算に占める割合

東白衛生組合負担金 2億1,462万円 859万円 3.6％

保 健 衛 生 費 1億9,872万円 3,964万円 3.3％

上 水道・給水事業費 1億4,860万円 1,425万円 2.5％

■議会中継システム導入事業　　　　　　　　　　３４４万円
■ＬＰガス非常用発電導入事業　　　　　　　　　７００万円
■中心市街地活性化事業（イベント広場の整備）１，２６０万円
■スクールバス購入事業　　　　　　　　　　　　７６０万円

今年度完成予定の町学校給食センター（イメージ図）

用
語
解
説

歳出
59億9,300万円

歳入
59億9,300万円

地方譲与税
5,474万円　0.9%

町債
9億2,070万円
15.4% 

町税
8億1,780万円
13.7% 

地方交付税
22億8,113万円
38.1% 

県支出金
5億7,323万円
9.6% 

国庫支出金
3億9,679万円

6.6% 

繰入金
5億3,865万円
9.0% 

諸収入
1億4,888万円　2.5% 

地方消費税交付金
1億374万円  1.7%

使用料及び手数料
6,902万円  1.1%

分担金及び負担金
2,538万円  0.4%

繰越金
3,000万円  0.5%

その他
1,529万円  0.2%

民生費
10億3,955万円
17.3% 

総務費
8億5,561万円
14.3% 

教育費
13億3,663万円
22.3% 

衛生費
5億6,194万円
9.4% 

土木費
4億850万円
6.8% 

農林水産業費
6億8,844万円
11.5% 

商工費
1億4,497万円
2.4% 

議会費
8,296万円
1.4% その他

4,415万円
0.7%

消防費
2億1,481万円
3.6% 

公債費
6億1,544万円
10.3% 

◇平成２６年度当初予算

財産収入
1,765万円　0.3%



■国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療繰出金等
国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療の各会計に、
法律で定められた町の負担分を支出します。

4億 889 万円

■児童手当支給事業    
中学 3 年生までの子どもを持つ親に児童手当を支給し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　1億 4,559 万円

■障がい者支援事業    
障害のある方々の日常生活に必要な支援や自立した生活
に必要な知識 ･技能を身につけるための支援に取り組み
ます。　　　　　　　　　　　　　　　1億 6,845 万円
    
■保育園運営事業    
子育て支援のため、塙保育園を運営します。

8,465 万円
    
■子ども医療、妊産婦医療助成事業  
18 歳（高校 3年生）までの子ども・妊娠 5ヶ月目から
出産日の翌月までの妊産婦の医療費を町が負担します。 

3,963 万円

■塙中学校校舎整備事業    
塙中学校校舎へエアコンを設置します。 4,200 万円
    
■笹原幼稚園耐震補強・大規模改修事業  
笹原幼稚園の耐震補強・大規模改修を実施します。

3,800 万円
    
■学力向上対策事業    
町内小中学校の学力向上のため、教育委員会に指導主事
を配置し、教員の指導力向上に努めます。　1,000 万円
    
■小・中学校特別支援教員等配置事業
小・中学校の体制充実を図るため、特別教育支援員・複
式学級補正教員を配置します。　　　　　　1,065 万円
    
■異文化体験研修事業    
国内語学研修施設を利用して、中学生（希望者のみ）対
象に異文化体験研修を行います。　　　　　　260 万円
    
■塙町公民館冷房設備整備事業
塙町公民館に冷房設備を整備します。　　　2,000 万円
    
■学校給食センター整備事業
学校給食センターの整備に取り組みます。

6億 28 万円

これらの事業にこれらの事業に
取り組みます！取り組みます！
平成２６年度の主な取り組みや平成２６年度の主な取り組みや
新規事業などを紹介します新規事業などを紹介します

これらの事業に
取り組みます！
平成２６年度の主な取り組みや
新規事業などを紹介します

民生費

教育費

■情報化推進事業    
ＩＰ告知システム・地上デジタル再送信システムを運営
管理し、適時適切な情報発信等に努めます。  

6,155 万円
    
■再生可能エネルギー導入事業   
災害発生時の防災拠点となる公共施設へ太陽光発電設備
を設置します。　　　 　　　　　　1億 1,104 万円
    
■住宅太陽光発電設置補助事業   
再生可能エネルギーの普及促進を図るため、新たに太陽
光発電システムを設置する一般家庭へ補助金を交付しま
す。　　　　　　　　　  　　　　　800 万円
    
■地域おこし協力隊活動事業   
地域活性化のため、地域おこし協力隊の活動を支援し、
地域活性化アドバイザーへの委託事業を実施します。

1,098 万円

■予防接種事業    
これまで実施してきた予防接種に加え、子宮頸がん・肺
炎球菌・ヒブ（細菌性髄膜炎）ワクチンの予防接種を実
施します。　　　　　　　　　　　　　　　2,349 万円
    
■家庭用生ごみ処理機購入補助金   
ごみ減量化とリサイクル意識高揚のため、家庭用生ごみ
処理機を購入する世帯に補助します。   

30 万円
    
■合併浄化槽設置整備事業補助金
下水道等の集合処理が困難な地域の居住環境向上のため、
合併浄化槽を設置するものに補助金を交付します。

1,324 万円
■医師確保対策事業    
塙厚生病院の医師確保のための運営費等を負担します。

164 万円
■健康福祉センター整備事業
建設基本計画を策定し、整備を進めます。 3,000 万円

総務費

衛生費

■米全袋検査事業
安全・安心を確保するため、米を全袋検査します。

5,120 万円
    
■振興作物生産奨励事業    
地場の基幹産業である農業振興策として、竹粉農法・ダ
リア切花栽培・カラー新品種導入等に取り組みます。

4,094 万円

■水利施設整備事業    
板庭地区の用水路の改修を行います。　　　1,017 万円
    
■農業水利施設保全合理化事業
堰機能保全計画（伊香堰、釜淵堰、小山堰）を策定し、
堰機能強化に取り組みます。　　　　　　　1,000 万円

■ふくしま森林再生事業    
計画に基づき、森林整備・路網整備を進めます。  

1 億 1,489 万円
    
■林道開設事業    
林道大日向線・林道広瀬薄久保線を開設し、林業振興を
図ります。　　　　　　　　　　　　　　　7,404 万円

■消防施設整備事業    
消防施設等の整備充実に努めます。　　　　2,659 万円

《介護保険》    
■保険給付    
要介護者・要支援者に必要な介護サービスへの給付を行
います。    

8 億 4,639 万円
    
■地域支援事業    
高齢者が住みなれた地域で、自立した生活を安心して送
れるよう「地域包括支援センター」を中心に、介護予防
事業等に取り組みます。

2,027 万円

農林水産業費

《国民健康保険》    
■保険給付    
町が保険者となり、被保険者に納付いただく保険料（税）
と国などの補助金を財源に医療費や出産育児一時金など
の給付を行います。 　　　　　　7億 3,753 万円

■高額医療費共同事業拠出金   
小規模保険者（町）の高額医療費等の負担の安定平準化の
ため、国保連合会に拠出します。　　　1億 3,642 万円
    
■後期高齢者支援金    
後期高齢者医療制度を支援するために負担するものです。

1億 3,886 万円

《後期高齢者医療》    
■後期高齢者医療広域連合納付金   
後期高齢者医療制度は、原則 75 歳以上の高齢者が対象
で、福島県後期高齢者医療広域連合が保険者です。町は、
徴収した保険料と町負担分を、広域連合に納付します。

9,444 万円

  
    
    
    
    
    

■町道改良事業    
町道板庭田野作湯舟線・桜木町末広線の改良を行います。 

9,221 万円
    
■橋梁維持事業    
米山橋・下植田橋の大規模改修に取り組みます。  

2,400 万円
    
■除雪機購入費補助金    
除雪機の購入費用に補助金を交付します。 　150 万円

■新卒雇用奨励金    
塙工業高校卒業者を中心に、新卒者の地元定着を図るた
め、新規雇用をする町内企業に奨励金を交付します。 

300 万円

■住まいる環境リフォーム事業補助金  
地場中小建築業者の育成と住民生活向上のため、住宅リ
フォーム費用の一部を助成します。 　500 万円

■イメージアップ事業    
観光ポスター・観光パンフレットの作成、観光ワークシ
ョップ等の開催、ダリア園の整備拡大により町のイメー
ジアップを図ります。　　　　　　　　　　　636 万円

土木費

商工費

特別会計の平成２６年度予算額
項　　　目 予算額 対前年度比較

◆国民健康保険 11億7,045万円 798万円
◆笹原財産区 43万円 △306万円
◆農業集落排水処理事業 1億6,179万円 1,155万円
◆塙林間工業団地用地取得
造成事業 501万円 △1,200万円

◆公共下水道事業 1億7,866万円 172万円
◆介護保険 9億1,166万円 7,243万円
◆後期高齢者医療 9,682万円 607万円

計 25億2,482万円 8,469万円

◇上水道事業
項　　　目 予算額 対前年度比較

収益的収入 2億9,008万円 6,371万円
収益的支出 2億3,824万円 1,460万円
資本的収入 1億5,592万円 △9,458万円
資本的支出 2億4,185万円 △9,222万円

特別会計

消防費
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▲昨年度完成された「塙第一水源浄水場」
　今年度は送・配水管の整備を予定しています

◇平成２６年度当初予算

59億9,300万円

人件費
9億6,103万円
16.0% 

補助費等
9億5,791万円
16.0% 

物件費
11億1,585万円
18.6%

公債費
6億1,544万円
10.3%

繰出金
5億6,046万円
9.4%

扶助費
4億7,533万円
7.9%

維持補修費
1億2,989万円
2.2%

その他
3,025万円
0.5%

投資的経費
11億4,684万円
19.1%

一般会計性質別内訳



しあわせ実感できるまちづくり

重点事業の一つ 若者の雇用促進・定住化へ向けて

塙
町
と
協
和
木
材
株
式
会
社
が

塙
町
と
協
和
木
材
株
式
会
社
が

塙
林
間
工
業
団
地
内

塙
林
間
工
業
団
地
内
（
旧
ヨ
コ
タ
サ
イ
ク
ル
跡
地
）

（
旧
ヨ
コ
タ
サ
イ
ク
ル
跡
地
）

売
買
契
約
を
締
結

売
買
契
約
を
締
結

塙
町
と
協
和
木
材
株
式
会
社
が

塙
林
間
工
業
団
地
内
（
旧
ヨ
コ
タ
サ
イ
ク
ル
跡
地
）

売
買
契
約
を
締
結

協和木材株式会社
会社概要 CompanyInformation
本社所在地　東京都江東区東陽 5-30-13
資本金　　　１０，０００万円
従業員数　　 215 人（H25.9.1 現在）
◇売買契約内容
　　土地：87,888.89㎡　　建物：13,385.15㎡
　　契約金額：２億６千万円

◀塙林間工業団地内（旧ヨコタサイクル跡地）
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　福島県鳥獣保護員の荒川安弘さん（常豊中野）

が知事感謝状を受賞されました。伝達式が３月

４日（火）、町役場応接室で行われました。菊

池基文町長立ち合いのもと、小野和彦・県南地

方振興局長が知事感謝状および記念品を伝達し

ました。平成 13 年４月から同保護員を務めて

いる荒川さん。鳥獣保護への啓発や狩猟者に対

する指導などを行っています。長年にわたる活

動が高く認められ、今回の受賞となりました。

　下重好さん（竹之内）は、３月 14 日（金）、

町教育委員会へ交通安全のお守り 120 個を贈

りました。

　下重さんは、新入児童の交通安全を願い、お

守りを毎年作り続け、今回で 26 回目の贈呈と

なりました。お守りはアサリの貝を布で包み、

交通安全のリボンを付け、神社でおはらいをし

たもので、町内の小学校新入児童へ贈られます。

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

７
組
に
塙
町
結
婚
祝
金
を
贈
呈

　

塙
町
結
婚
祝
金
の
贈
呈
式
が
３
月
13
日

（
木
）、
塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
菊
池
基
文
町
長
か
ら
、
生
方
裕
也
さ

ん
・
幸
恵
さ
ん
夫
妻（
常
世
北
野
）ほ
か
６
組

に
結
婚
祝
金
と
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
一
緒

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
婚
祝
金
贈
呈
者
は
、
今
回
の
７
組
を
含

め
59
組
に
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
結
婚
し

塙
町
に
定
住
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
振
興
課
地
域
づ
く
り
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
２

○生方裕也さん・幸恵さん夫妻　（常世北野）

○鈴木良一さん・百合子さん夫妻（那倉）

○高栁泰成さん・百花さん夫妻　（柳町）

○鈴木忠義さん・遥さん夫妻　　（台宿）

○星勇　樹さん・和さん夫妻　　（上渋井）

〇栁沼隆久さん・知世さん夫妻　（本町）

〇益子健一さん・さとみさん夫妻（那倉）

　町では、町内の結婚をするすべての方を対

象に結婚祝金を支給しています。

○金　額　　１組につき５万円

○要　件

　塙町に住所を持ち、定住する意思のある方

で、男女いずれかが初婚

※年齢要件なし。過去に結婚祝金の支給を受

　けた方は対象外

○申請期限

　婚姻届が受理された日から起算して３カ月

以内

■結婚祝金贈呈者

菊池町長から結婚祝金を手渡された生方さん夫妻

長年にわたり鳥獣保護活動
福島県鳥獣保護員知事感謝状を受賞

左から菊池町長、感謝状を受けた荒川安弘さん、小野県南振興局長

児童の交通安全を願って

アサリの貝で作られたお守りを贈る下重さん（左）

　

塙
町
と
協
和
木
材
株
式
会
社
（
東

京
都
江
東
区
）
に
よ
る
、
塙
林
間
工

業
団
地
内
（
旧
ヨ
コ
タ
サ
イ
ク
ル
跡

地
）
売
買
契
約
調
印
式
が
３
月
10
日

（
月
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

塙
林
間
工
業
団
地
内
（
旧
ヨ
コ
タ

サ
イ
ク
ル
跡
地
）
に
、
木
材
・
木
製

品
製
造
業
の
協
和
木
材
株
式
会
社

（
本
社
東
京
都
江
東
区
、
佐
川
広
興

代
表
取
締
役
）
の
立
地
が
決
ま
り
、

役
場
応
接
室
で
売
買
契
約
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
協
和
木
材
株
式
会
社
か

ら
、
佐
川
広
興
代
表
取
締
役
、
沼
子

眞
道
常
務
取
締
役
、
菊
池
正
明
技
術

部
副
部
長
、町
か
ら
菊
池
基
文
町
長
、

鈴
木
道
男
町
議
会
議
長
、
園
部
秀
次

副
町
長
が
出
席
。
菊
池
町
長
と
佐
川

代
表
取
締
役
が
契
約
書
の
内
容
を
確

認
し
た
後
、
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
３
月
13
日
（
木
）
に
開
催

さ
れ
た
、
平
成
26
年
第
２
回
塙
町
議

会
定
例
会
で
、
同
議
会
の
議
決
を
得

て
本
契
約
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
重
要
事
業
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
若
者
の
雇
用
促

進
・
定
住
化
へ
の
施
策
が
今
年
度
２

件
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら

に
進
め
て
い
き
ま
す
。



　これは、町の花でもあるダリア

の出荷の様子です。この箱や花を

包むナイロンには、ある工夫が隠

れています。調べてみてね！

　これは、名代官　寺西重次郎封

元の肖像画です。その業績につい

て、「きょう土を開く」という学

習で詳しく取り上げていますよ。

　

町
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
協
定
（
平
成
10
年
11
月
）

を
結
ん
で
い
る
東
京
都
葛
飾
区
と

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
交
流
を
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
産
地
直
送
の
新

鮮
野
菜
や
特
産
品
な
ど
を
販
売
。

町
の
花「
山
ツ
ツ
ジ
」と「
ダ
リ
ア
」

を
は
じ
め
、
温
泉
・
歴
史
な
ど
町

の
魅
力
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
７
月
、
新
小
岩

北
口
商
店
街
に
オ
ー
プ
ン
し
た
町

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ダ
リ

ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
朝
採

り
野
菜
が
店
頭
に
並
び
多
く
の
方

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
区
内

に
あ
る
東
京
聖
栄
大
学
と
連
携
し

て
産
品
開
発
を
進
め
て
お
り
、
さ

ら
に
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

◇平成25年度の都市交流事業
４月　青戸銀座商栄会春まつり　ほか
６月　菖蒲まつり　ほか
８月　音楽会と夏の夜店祭
10月　葛飾区産業フェア　ほか
11月　新小岩文化祭
12月　亀有銀座商店街歳末イベント　ほか
３月　新小岩さくらまつり　ほか
※平成26年度も上記交流事業を予定しております

東京都葛飾区との都市交流

はなわの魅力を発信中！
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　「ぼくは、てんかのおだんごぱん。

（中略）おまえなんかにつかまるか

い。」という軽快な歌を歌いながら

おだんごぱんがコロコロころがって

いきます。

　歌の部分はそれぞれのご家庭で自

由に歌ってみてください。

　リズミカルに声に出して読みたい

絵本です。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約

が
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

た
べ
も
の
の
本

４月の
テーマ

図書館情
報「おだんごぱん」

ロシアの昔話　

瀬田　貞二／訳
脇田　和／絵

福音館書店

●ものがたり

 
新 刊 案 内

「かないくん」

谷川　俊太郎／作
松本　大洋／絵

東京糸井重里事務所

　日常に訪れたはじめての死につい

て、谷川俊太郎が一晩で書き上げた

物語に松本大洋が 2 年をかけて絵を

描いた話題の本です。切なくて、と

てつもなく優しい。そんな 1 冊です。

　町教育委員会では、今年度、町立小学校３・

４年生を対象とした社会科副読本「わたした

ちのまち　はなわ」を発刊する運びとなりま

した。

　社会科副読本「わたしたちのまち　はなわ」

は、小学校における地域学習を充実させ、子

どもたちに郷土に対する誇りと愛情を育てる

ことを目的に作成されたものです。町の産業

や消費生活の様子、健康で安全な生活を守る

活動の様子などを、小学生向けに編集して掲

載しています。

　編集にあたっては、町立小学校の先生方へ

編集委員を委嘱し、1年間かけて作業を行っ

てきました。取材先や資料提供については、

官公署や町内の企業を含め、地域の方々にも

ご協力いただきました。おかげさまで発刊の

ねらいにそったものに仕上がりました。

　各町立小学校へは４月に配付し、今年度よ

り活用します。副読本を参考に、見学や調査

などの活動を積極的に行い、楽しく感動ある

社会科の授業づくりに努めてもらいたいと思

います。

　子どもたちが自分たちの住む塙町のすがた

に目を開き、自分たちの町のよさを知り、地

域の一員としての自覚をもつことを期待して

います。町立図書館にも設置しますので、町

民の皆さまもぜひご覧ください。

「わたしたちのまち
　はなわ」の内容を
　いくつか紹介するわね！

地域を学ぼう！地域を学ぼう！
町立小学校３・４年生社会科副読本

　　　　「わたしたしのまち　はなわ」発刊

協和木材株式会社を取材中の編集委員

▲イベントでは町の産地直送品を販売
　（写真は 3月 15 日に行われた新小岩さくらまつり）

▲町のアンテナショップ
　　　「ダリちゃんショップ」
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４月１日から値上げ
水道料金・下水道使用料・農業集落排水使用料
■問い合わせ　　水道課　☎４３－２１４８

　

現
在
、
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
使
用

料
は
、
消
費
税
５
％
を
含
ん
だ

金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４

月
１
日
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
料
金
等

を
改
定
（
値
上
げ
）
し
ま
す
。

 
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
以
前

か
ら
継
続
し
て
水
道
を
ご
利
用

の
お
客
さ
ま
に
は
経
過
措
置
が

適
用
さ
れ
る
た
め
、
５
月
請
求

分
（
３
〜
４
月
分
）
は
今
ま
で

ど
お
り
５
％
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
７
月
請
求
分
（
５
〜
６
月

分
）
か
ら
８
％
に
な
り
ま
す
。

※
農
業
集
落
排
水
使
用
料
は
、

４
月
請
求
分
か
ら
８
％
。

消費
税率

５％
→８
％

基本料金（一般用・13㎜・20 立方㍍まで）

旧料金 新料金

２，５２０円
２，５９２円

（72円の値上げ）

超過料金（1立方㍍につき）

旧料金 新料金

１５０円
１５４円

（4円の値上げ）

メーター使用料（１期２カ月分） 

旧料金 新料金

２００円
２０６円

（６円の値上げ）

●水道料金（１期２カ月分）

基本料金（20立方㍍まで）

旧料金 新料金

２，５２０円
２，５９２円

（72円の値上げ）

超過料金（1立方㍍につき）

旧料金 新料金

１８９円
１９４円

（5円の値上げ）

●料金比較（一般家庭・２カ月あたり） 

２カ月の使用水量 48㎥の場合 

１人１日 200ℓ使用×４人家族× 60 日（２カ月）＝48㎥　一般用

口径 使用水量 基本料金 超過料金 メーター使用料 合計

新料金
（消費税８％） 13㎜ 48㎥ ２，５９２円 ４，３１２円 ２０６円 ７，１１０円

現行料金
（消費税５％） 13㎜ 48㎥ ２，５２０円 ４，２００円 ２００円 ６，９２０円

比較増 ７２円 １１２円 ６円 １９０円

●下水道使用料（１期２カ月分） ●農業集落排水使用料（１期１カ月分）

一般世帯

旧料金 新料金

基本料 基本料

１世帯当たり
１，７９０円

１世帯当たり
１，８４１円

（51円の値上げ）

人員割料 人員割料

世帯員１人当たり
３５０円

世帯員１人当たり
３６０円

（10円の値上げ）

●新料金の適用時期

旧料金

４月までの検針

水道料金

5月までの請求
下水道使用料

5月までの請求

新料金

５月からの検針

水道料金

７月からの請求
下水道使用料

７月からの請求

消防指令センターからお願い
白河地方広域市町村圏消防本部

１１９番通報

救急車の適正利用

問い合わせ　☎０２４８－２２－９９１１

　白河消防本部では、１１台の救急車がフル回転していま

す。「救急車でいけば早く病院でみてもらえるから」など

安易な考えで利用される方も少なくありません。このよう

な救急が増えると救急車を本当に必要とする人の為に出動

ができなくなる場合がありますので、ご理解とご協力をお

願いします。

　また、救急車（消防車両を含む）は緊急走行をしますの

で赤色灯・サイレンは消せません。ご理解をお願いします。

・１１９番通報は、消防司令センターで受付をします。

・自宅からの１１９番通報は、携帯電話よりも固定電話の

方が通報場所を迅速に把握できますので、固定電話での通

報をお願いします。

・携帯電話からの１１９番通報は、災害発生場所の市町

村名を伝えてください。地名が分からなければ、目標とな

るもの（店舗・会社等）を伝えてください。

・最寄りの消防署へ電話するのではなく、119 番通報を

お願いします。最も近い消防車・救急車が出動します。 ●４月からの新規契約者

８％



はなわふれあいスポーツ 検　索

～塙町生涯学習だより～　４月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

はなわふれあい
スポーツクラブ通信

４月号
　サークル活動、イベント等に参加
希望の方は、はなわふれあいスポー
ツクラブ事務局にお問い合わせくだ
さい。
　お待ちしております。

携帯電話からでも
アクセスできます

　

０
才
か
ら
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
の
子
育
て
講

座
な
か
よ
し
ル
ー
ム
の
今
年
度
最
後
の

活
動
「
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
♪
」
が
塙
町

公
民
館
に
て
、
３
月
14
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
７
組
の
親
子
計
21
名
が
参

加
。
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
の

下
、
フ
ル
ー
ツ
や
生
ク
リ
ー
ム
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
た
パ
ン
ケ
ー
キ
作
り
と
、
今

年
度
の
活
動
中
の
写
真
を
画
用
紙
に
切

り
貼
り
し
た
ア
ル
バ
ム
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
そ
れ

ぞ
れ
の
親
子
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
、
親
睦
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

　

な
か
よ
し
ル
ー
ム
は
、
保
護
者
・
子

供
同
士
が
気
軽
に
交
流
を
深
め
、
情
報

交
換
や
子
育
て
の
不
安
を
相
談
で
き
る

場
所
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

塙
町
公
民
館
主
催
の
講
座
で
、
平
成
26

年
度
も
月
１
回
程
度
の
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ふれあいスポーツおすすめプログラム紹介

パ
ン
ケ
ー
キ
作
り
で

　
　

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー

な
か
よ
し
ル
ー
ム

４月 14日㈪スタート
毎週月曜日　全 12回 19:00 ～ 20:30
対象　大人　定員 20名程度
第１回は笹原地区公民館
第２回以降は棚倉花園ゴルフ練習場
○ゴルフの基本的知識と技術、マナーを身に
　付けます。

はなわふれあいスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp

塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

４月 16日㈬スタート
偶数月　第３水曜日　19:00 ～ 20:50
対象　大人　定員 15名程度
塙町公民館第１会議室
○４月はハーブシロップ
（コーディアル）作り。

４月 26日㈯
五色沼を歩いた後に、ホテル
のランチバイキング・展望露
天風呂入浴。詳しくは、後日
ＩＰ等でお知らせします。

４月 10日㈭スタート
毎月２回第２・４木曜日（変更の場合あり）
19:30 ～ 20:30
対象　大人（女性）　
　　　定員 20名

＜タグラグビーとは＞

　ラグビーから生まれた新しいスポーツです。15 人制の本格的なラグビーと

は異なり、４人または５人で行い、試合時間は５分ハーフ程度が一般的です。

運動量が豊富なゲームなので、子どもの実態に応じた適切な時間を設定します。

身体の接触や、地面に倒れこむプレーはありません。つまりタックルやスクラ

ムがないラグビーです。

いますぐ検索！

毎週木曜日に行っていたアスレチッククラブが名前も新たにアスレチックキッズ・
アスレチックジュニアとなって始まります。
４月 12日㈯スタート　毎週土曜日 17:00 ～ 18:30　町営運動場
アスレチックキッズ　　園児・小学１～３年生
アスレチックジュニア　小学４～６年生
○クラス分けにより、今まで以上に子ども達の運動能力に合った指導をします。

アスレチッククラブがリニューアル

ゴルフ教室 癒しの時間

簡単ピラティス教室 ウォーキングツアー in 五色沼

４月８日㈫スタート　　火曜日　19:00 ～ 20:45　　定員：小学生 30名程度　塙中学校体育館
○運動が得意な人も、そうでない人も身体を動かす楽しさを感じることができます。
○走る、抜く、取る、放るなど、さまざまな動きをすることで、運動能力を高めることができます。
○仲間と協力してトライ（ゴール）を目指すことで、仲間の大切さを実感することができます。

タグラグビー

■まなびとファインダー URL

　http://www.manabito.
　　　　 fks.ed.jp/win.html

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

▲おいしいパンケーキ焼けたかな？

▶
最
後
は
み
ん
な
で
記
念
写
真
「
は
い
チ
ー
ズ
」

押し花教室 生徒募集
　押し花に親しみ、作品を制作する場として平成
26年度長期講座「押し花教室」を開催します。
開催月日：4/24 ㈭ ,5/29 ㈭ ,6/26 ㈭ ,7/24 ㈭ ,
　　　　　8/28 ㈭ ,9/25 ㈭ ,10/11㈯
開催日時：午後 7:00 ～午後 9:00
　　　　　※ 10/11 ㈯のみ午後 1:00 ～午後 5:00
学習内容：押し方、作品つくり、
　　　　　文化祭に出展する作品製作など
開催場所：塙町公民館
募集人数：一般成人 15名程度（高校生も可）
受 講 料：材料費のみ
講　　師：西川道子さん（石川町）
申し込み：塙町公民館　☎４３－０３２０
申込期限：４月１１日㈮まで

　平成 26年度の長寿学園生を募集します。
　平成 26 年５月から平成 27 年２月まで、月１
回（全８回程度）のペースで、一般教養や健康講
座、ものづくりなどを学習していきます。
　あなたもぜひ一緒に活動してみませんか。

対　　　象：塙町在住で 60 歳以上の希望者
申 し 込 み：塙町公民館にある申し込み用紙に必
　　　　　　要事項を記入し、４月 21 日㈪まで
　　　　　　に提出してください。
　　　　　　なお、５月以降の活動開始後も随時
　　　　　　募集しています。
問い合わせ：塙町公民館　☎４３－０３２０

高齢者学級「長寿学園」
受講者募集
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平
成
27
年
度
採
用
予
定
者
の
試

験
は
、
今
年
７
月
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。
職
種
は
、
行
政
職
（
大

学
卒
程
度
）
お
よ
び
資
格
免
許
職

（
保
健
師
）
で
、
採
用
予
定
人
数

は
若
干
名
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
は
な
わ
５
月

号
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
１

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
て

い
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相

談
を
電
話
、
面
接
、
手
紙
ま
た
は

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
法
律
、
年

金
・
保
険
、
税
金
に
関
す
る
相
談

も
あ
り
ま
す
。
※
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
通
話
料
は

相
談
者
負
担
、
専
門
家
に
よ
る
相

談
は
要
予
約
。

■
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
２
４（
５
２
４
）２
２
２
５

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時

■E-m
ail

　

choju@fukushim
akenshakyo.or.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
２
４（
５
２
４
）２
２
２
４

　

認
知
症
の
症
状
と
接
し
方
、
医

療
機
関
の
受
診
、
介
護
保
険
の
利

用
、
本
人
や
家
族
の
心
身
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
、
認
知
症
介
護
経

験
の
あ
る
相
談
員
が
電
話
ま
た
は

面
接
に
よ
る
助
言
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。
※
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
通
話
料
は

相
談
者
負
担
。

■
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
２
４（
５
２
２
）１
１
２
２

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

　

後
４
時

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
２
４（
５
２
４
）２
２
２
４

※
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
と

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
福

島
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
福
島
県

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

縦
覧
制
度
は
、
他
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
と
自
分
の
固
定
資
産

の
評
価
額
を
比
較
し
て
、
自
分
の

固
定
資
産
の
評
価
額
が
適
正
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
制
度
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
で
き
る
も
の

　

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

■
縦
覧
で
き
る
人

　

町
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
。

※
減
免
や
非
課
税
、
課
税
標
準
額

が
免
税
点
未
満
な
ど
で
税
額
が
生

じ
て
い
な
い
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
。

■
必
要
な
も
の

　

○
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

　
　

認
で
き
る
も
の

　

○
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

■
手
数
料　

無
料

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
課
税
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
３

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
が
窓

口
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
は
、
※
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
人
を
除
い
て
１
割
負
担
に
軽

減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26

年
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
に
達
す

る
方
（
生
年
月
日
が
昭
和
19
年
４

月
２
日
以
降
の
方
）
に
つ
い
て
は

２
割
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平

成
26
年
４
月
１
日
以
前
に
70
歳
に

達
し
た
方
（
生
年
月
日
が
昭
和
19

年
４
月
１
日
以
前
の
方
）
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
割
で

す
。

※
現
役
並
み
の
所
得

↓
同
一
世
帯
の
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
国
保
被
保
険
者
で
、
平
成
25

年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
方
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
国
保
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
５

　

台
所
か
ら
大
量
の
油
を
流
し
た

り
、
ト
イ
レ
や
宅
内
マ
ス
か
ら
下

着
や
固
形
物
な
ど
を
誤
っ
て
流
し

た
り
し
な
い
よ
う
、
普
段
か
ら

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
と
定
期
的

な
宅
内
の
マ
ス
の
清
掃
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

施
設
な
ど
家
庭
や
企
業
な
ど
か
ら

排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
等
は
、
地

下
に
埋
設
さ
れ
た
下
水
管
を
通
っ

て
処
分
場
に
集
め
ら
れ
、
微
生
物

や
薬
品
に
よ
っ
て
分
解
・
処
理
さ

れ
浄
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
管
に
油
や
異
物
が
流
れ

込
む
と
、
管
内
で
固
ま
っ
た
り
滞

留
し
た
り
し
て
、
汚
水
の
流
れ
が

悪
く
な
り
、
ひ
ど
い
場
合
は
汚
水

が
逆
流
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
汚
水
の
管
内
に
は
高
低

差
を
解
消
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、

異
物
が
入
っ
て
停
止
す
る
と
マ
ン

ホ
ー
ル
内
に
汚
物
が
た
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、
広
範

囲
に
被
害
が
広
が
る
恐
れ
が
あ
る

ほ
か
、
末
端
の
処
理
施
設
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
、
水
の
浄
化
そ
の
も
の
が
で
き

な
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
で

す
。
み
ん
な
で
地
域
の
水
環
境
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課

　

農
業
集
落
排
水
係
・
下
水
道
係

　

☎（
４
３
）２
１
４
８

■
対
象
者

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た

方
の
子
ま
た
は
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の

子
（
０
歳
か
ら
中
学
３
年
卒
業
ま

で
の
児
童
・
生
徒
）。

■
貸
付
金
額

　

一
時
金
…
１
５
５
，０
０
０
円

　

毎　

月
…
２
万
円

■
利　

子　
　

無

■
貸
付
条
件

　

市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は

　

均
等
割
の
み
課
税
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

　

策
機
構
福
島
支
所

　

☎
０
２
４（
５
２
２
）６
６
２
６

　

あ
な
た
の
医
療
・
年
金
・
介
護
・

子
育
て
を
守
る
た
め
、
消
費
税
の

ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
は

全
て
医
療
・
年
金
な
ど
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

【おわびと訂正】

　先月号（３月号）掲載について、下記

のとおり選手の氏名が抜けていましたの

で追加します。

　訂正しておわびします。

　■ 17㌻ Towntopics

　　卓球出場選手：佐藤那奈美（２年）

　　剣道出場選手：青砥　未来（１年）

　　　　　　　　　金子　侑莉（１年）

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

自
動
車
事
故
対
策
機
構

４
月
か
ら
８
％
　

消
費
税総

務
省

おくやみ申し上げます

２月16日から３月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

鈴木　トヨさ 
ん 85歳 大 蕨

松本　都也さ 
ん 93歳 東 河 内

菊池　せいさ 
ん 96歳 植 田

鈴木　ノフさ 
ん 85歳 大 蕨

松田きく江さ 
ん 85歳 ユーハイムはなわ

佐川　勝一さ 
ん 91歳 ユーハイムはなわ

安部　トヨさ 
ん 86歳 川 上

金澤　秀雄さ 
ん 70歳 材 木 町

松田　とみさ 
ん 93歳 上 石 井

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に窓口
　に申し出てください。
※「こんにちは赤ちゃん」は19ページに掲載してあります。

（町内 35 カ所）
片貝分館

3/13 0.08

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

3/13 0.09 3/13 0.09 3/13 0.09

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

3/13 0.11 3/13 0.11 3/13 0.11

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

3/13 0.11 3/13 0.12 3/13 0.11

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

3/13 0.12 3/13 0.11 3/13 0.10

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

3/13 0.11 3/13 0.12 3/13 0.10

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

3/13 0.12 3/13 0.12 3/13 0.11

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

3/13 0.13 3/13 0.11 3/13 0.12

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

3/13 0.11 3/13 0.11 3/13 0.10

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

3/13 0.12 3/13 0.12 3/13 0.10

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

3/13 0.11 3/13 0.12 3/13 0.10

真名畑分館 木野反分館 単位：マイクロ
シーベルト / 時

間

地上１㍍で測定

3/13 0.12 3/13 0.09

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

3/13 0.10 3/13 0.09

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

試　験 く
ら
し
の

情
報
役場の電話番号

☎０２４７―４３―２１１１（代表）
役場のＦＡＸ
　０２４７―４３―２１１６
町のホームページアドレス
http://www.town.hanawa.
　　　fukushima.jp/
町のメールアドレス
soumu@town.hanawa.
　　　fukushima.jp
※意見や要望のある方はご利用
　ください。
【直通電話番号】
総務課　　　　☎４３―２１１１
町民課　　　　☎４３―２１１３
　　　　　　　☎４３―２１１４
健康福祉課　　☎４３―２１１５
包括支援センター
　　　　　　　☎４３－２２２４
　　　　　　　☎４３－２２２７
まち振興課　　☎４３－２１１２
　　　　　　　☎４３－２１１８
まち整備課　　☎４３－２１１７
水道課　　　　☎４３－２１４８
会計室　　　　☎４３－２１４９
塙保育園　　　☎４３－０３７７
議会事務局　　☎４３－２１５０
農業委員会　　☎４３－２１１９
教育委員会
学校教育課　　☎４３－４０５０
生涯学習課　　☎４３－２６４４
公民館　　　　☎４３－０３２０
図書館　　　　☎４３－０８０８
給食センター　☎４３－０１８８
東白衛生組合　☎４３－０３７８

相　談

お知らせ
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町
職
員
採
用
候
補
者

総
務
課

下
水
道

正
し
く
使
っ
て

環
境
を
守
る

水
道
課

福
島
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
島
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

固
定
資
産
税
の
縦
覧
が
始
ま
り
ま
す

町
民
課

70
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ん
へ

医
療
機
関
窓
口
負
担
が
変
更

健
康
福
祉
課



Town Topics

まちの話題

あなたの地区の話題を提供してください。

取材に伺います。

※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、

　総務課☎ 43―2111 までご連絡ください。

　３月 13日（木）に塙中学校、20日（木）は各小学
校、18日（火）には各幼稚園でそれぞれ卒業（園）
式が行われました。
　48 回を迎えた塙中学校卒業証書授与式では、
結城久直校長が、卒業生105人一人一人に卒業証

書を手渡しました。スポーツや勉強、ボランティ
ア活動などで活躍した卒業生たち。家族・先生・
友人・社会への感謝の気持ちをこれからも忘れず
に、夢に向かって新たな一歩を踏み出しました。

　もうすぐ卒園するキリン組さん 21 人とのお別
れ会が、３月 13日（木）塙保育園で行われました。
各クラスの園児たちが、大好きなキリン組さんと
リズムに合わせ踊ったり、手作りのペンダントの
プレゼントを贈りました。
　いつも手を引いて遊んでくれたやさしいキリン組さ
んとも、もうすぐお別れです。楽しかった思い出
を振り返ったお別れ会では園児も保育士さんも一
つになって、すてきな会になりました。最後にキ
リン組さんから「幼稚園でも友達たくさん作って
頑張ります」と感謝の気持ちが伝えられました。

楽しいかった思い出、いーっぱい
―塙保育園お別れ会―

犠牲者の冥福を祈る
―東日本大震災から３年―

　4,000 株の山ツツジに彩られる町のシンボル
「風呂山公園」。ボランティアによる手入れ作業が、
３月９日（日）に行われました。作業は、塙町さ
つき愛好会（西牧清会長）の協力のもとボランティ
ア約 15 人と塙町観光協会員が参加し、伐採した
枝の除去作業やツツジの根元のヒコバエやコケの
除去などを行いました。
　町民みんなで守り育て続けられ、山全体を朱色
に染め上げるこの公園。今年も４月 26 日から５
月６日にかけて、つつじ祭が同公園で開催されま
す。

この公園はみんなの誇り
―風呂山公園の山ツツジ・ボランティアによる手入れ作業―

　マグニチュード 9・0　国内観測史上で最大、
世界でも歴代４番目の大地震、それに伴い発生し
た津波や原発事故。東日本大震災・地震発生から
３年を迎えた３月 11 日（火）、全議員および全
職員が役場庁舎前の駐車場に整列し、午後２時
46分に１分間の黙とうをささげました。
　この日は、平成 26 年第２回議会定例会が開会
中でしたが一時中断。全員で犠牲者の冥福を祈る
とともに、復興への歩みを進めることを誓い合い
ました。「忘れまい　あの時を」を心に刻み―。

▲どうぞ安らかに（全議員と全職員が黙とうをささげました）

▲さつき愛好会の協力のもと行われました

▲遊んでくれてありがとう（卒園児へペンダントをプレゼント）

それぞれの旅立ち
―各学校（園）で平成25年度卒業・修了証書授与式―

▲この３年間は絶対に忘れない、左：卒業証書を受け取る生徒、中・右：親へ感謝の花を贈りました

▲左：6年間の思い出を親子でわかちあう、右：卒業証書を受け取る児童

▲左：修了証書を受け取る園児、右：年少さんとげんきよくお別れの言葉を交わしました

塙中学校　《校訓「自主・自律」》

常豊小学校　《教育目標「なかよく・かしこく・たくましく」》

笹原幼稚園　《教育目標「なかよく・すすんで・げんきよく」》
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吉田　昌弘さん（本町）

職業：自営業
趣味：ネット・ゲーム・漫画
好きな言葉：「適当」

寺西封元（てらにし・たかもと）

お待ちかね！あなたの番です。

シリーズ「２９３」
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私
は
塙
町
生
ま
れ
で
は
な
い
け

れ
ど
、
７
歳
の
時
、
横
浜
か
ら
母

の
実
家
で
あ
る
塙
町
に
疎
開
し
て

育
て
ら
れ
、
塙
小
学
校
、
塙
中
学

校
、
棚
倉
高
等
学
校
と
学
び
ま
し

た
。
実
家
は
、
最
初
は
小
さ
な
野

菜
屋
か
ら
始
め
て
父
母
も
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。
今
で
は
丸
金
商
店

と
名
前
も
知
ら
れ
、
両
親
が
亡
く

な
っ
た
後
も
、
今
で
も
兄
夫
婦
が

後
を
継
い
で
頑
張
っ
て
い
る
の

で
、
私
に
は
帰
る
古
里
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
結
婚
し
て
塙
町
を
離

れ
ま
し
た
が
、
私
が
元
気
で
い
る

う
ち
は
兄
夫
婦
、
弟
夫
婦
が
住
ん

で
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
帰
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

塙
町
へ
帰
る
時
は
心
が
何
と
な

く
浮
き
浮
き
し
ま
す
。
東
北
新
幹

線
が
で
き
る
前
は
、
常
磐
線
〜
水

郡
線
で
帰
り
ま
し
た
が
、
東
舘
あ

た
り
か
ら
米
山
や
愛
宕
山
が
見
え

て
く
る
と
、
心
が
落
ち
着
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
山
が
あ
り
川
が
あ
り

水
郡
線
か
ら
の
景
色
は
格
別
で

す
。
ま
た
水
郡
線
で
戸
塚
へ
帰
る

時
に
は
、
両
親
が
２
階
の
窓
か
ら

手
を
振
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

こ
の
頃
は
、
町
を
歩
い
て
も

知
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
り
、

ま
た
お
店
屋
さ
ん
も
か
な
り
減
っ

て
い
る
の
で
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

で
も
町
職
員
の
方
と
町
民
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
昔
は
青
年
山
と

い
わ
れ
た
風
呂
山
公
園
の
つ
つ
じ

も
手
入
れ
を
さ
れ
て
き
れ
い
に
な

り
、
桜
の
頃
は
お
花
見
、
お
盆
に

は
花
火
も
あ
っ
て
帰
郷
す
る
人
も

増
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

毎
月
広
報
は
な
わ
を
見
て
、
町
職

員
の
方
が
町
お
こ
し
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
様
子
が
い
ろ
い
ろ
と
伺

え
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
大

変
で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
横
浜
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
父
母
が
好
き
で
し
た
の

で
、
昔
お
祭
り
も
盛
大
に
屋
台
も

出
て
、
屋
台
の
上
で
踊
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
現
在
は
名
取
を
取
っ
て
、

年
に
１
度
お
弟
子
さ
ん
た
ち
と
踊

り
の
会
を
開
催
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
８
月
の
お
盆
に
は
帰
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
塙
会
の
役
員
の
皆
さ
ま
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
次
回
は
、
東
京
都
足
立
区
在
住

の
白
坂 

正
さ
ん
で
す
。）

　

広
報
は
な
わ
を
初
め
て
読
ん
だ
と

き
、
随
想
リ
レ
ー
は
「
人
と
人
と
の

想
い
」
を
つ
な
ぎ
紡
い
で
い
く
。
何

て
素
敵
な
企
画
な
ん
だ
ろ
う
と
感
銘

を
受
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
い
つ

か
私
も
こ
の
随
想
リ
レ
ー
に
参
加
し

た
い
と
思
い
、
早
８
年
、
つ
い
に
念

願
か
な
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
発
目

に
随
想
リ
レ
ー
を
書
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
大
変
光
栄
で
す
。

　

学
生
生
活
を
終
え
帰
っ
て
き
た
当

時
、
い
つ
か
ま
た
都
会
に
出
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

家
業
を
継
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

と
の
出
会
い
の
中
で
恩
を
受
け
、
育

て
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
自
身

が
子
ど
も
の
頃
感
じ
た
古
里
へ
の
愛

着
が
再
び
湧
き
あ
が
り
、
塙
町
が
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
人
を

想
う
こ
と
と
郷
土
愛
は
同
じ
こ
と
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
本
町
で
自
営
業
を
営
ん
で
い

る
一
児
の
父
で
す
。
仕
事
柄
、
行
政

や
教
育
現
場
の
方
と
出
会
う
こ
と
が

多
く
、
自
己
研
鑽
の
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
愛
く
る
し
い
我
が
子
の
笑
顔
を

見
る
と
す
べ
て
癒
や
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
本
当
に
子
は
宝
だ
な
と
思
い

ま
す
。

　

大
好
き
な
塙
町
が
も
っ
と
住
み
や

す
い
町
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
、
私
は
現
在
、
商
工
会
青
年
部
に

所
属
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
喜

ん
で
く
れ
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
事
業

を
企
画
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
度
、
消
費
増
税
を
目
前

に
今
後
、
冷
え
込
む
で
あ
ろ
う
地
域

経
済
や
地
域
振
興
を
ど
の
よ
う
に
打

開
し
て
い
く
の
か
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
大
好
き
な
塙
町
に
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
仲
間
た
ち

と
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　

難
題
も
多
い
で
す
が
、
志
を
共
に

し
た
仲
間
た
ち
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
次
回
は
青
砥
基
陽
さ
ん（
本
町
）で
す
。】

▲商工会青年部の皆さんでアイデアを出し合い多彩な
　イベントを企画されている

広田 惠美子さん
神奈川県横浜市在住

（本町出身）

「
東
京
塙
会
」
か
ら
こ
ん
に
ち
は

№１２３

　このコーナーでは、東京
塙会の皆さんの懐かしい思
い出やふるさとへの思いを
紹介しています。

古
里
を
は
な
れ
て

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

兒玉　　律
りつ
く　
　ん 智 昌・ 睦 ２/ ９ 上渋井

柿沼　　綾
あや
ち
や
　ん 昌 人・行 子 ２/27 那 倉

池田はるきち
や
　ん 恭 平・みさき ３/ ３ 矢 塚

こんにちは赤ちゃん
２月16日から３月15日までの届出

※「おくやみ申し上げます」は15ページに掲載してあります。

「東京塙会」では会員を募集しています
　平成３年２月に結成された東京塙会。現在の

会員は２０８人です。会員には毎月「広報はなわ」

や情報誌「ふるさと情報」を送るほか、ふるさ

と訪問・定期総会などがあります。

　会員の皆さんは塙町出身のお友達を、町内の

皆さんは東京都などで生活しているご家族に加

入をぜひおすすめください。

■年　会　費　３，０００円　（入会金はありません）

■問い合わせ　東京塙会事務局（まち振興課）

　　　　　　　☎０２４７- ４３- ２１１２

古
里
へ
の
愛
着
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日
本
最
初
の
庶
民
公
園
と
言

わ
れ
て
い
る
向
ヶ
岡
公
園
内
に

あ
る
寺
西
重
次
郎
封
元
の
神
社

「
寺
西
神
社
」
が
再
建
さ
れ
た
。

　

昭
和
初
期
頃
に
建
て
ら
れ
た

今
ま
で
の
神
社
（
写
真
左
下
）

は
、
３
年
前
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
と
長
年
の
風
雨
に
よ
り

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

復
旧
を
望
む
声
が
上
が
っ
て
い

た
。
今
回
、
大
字
塙
区
長
連
合

会
が
主
体
と
な
っ
て
、
寺
西
神

社
再
建
実
行
委
員
会
（
近
藤
陸

男
委
員
長
）
が
設
立
さ
れ
、
塙

区
内
の
多
く
の
区
民
や
企
業
か

ら
寄
附
が
あ
り
実
現
に
至
っ
た
。

　

寺
西
重
次
郎
封
元
は
、
寛
政

５
年
（
１
７
９
３
）
に
救
民
救

済
事
業
と
し
て
向
ヶ
岡
公
園
を

築
造
。
そ
の
人
柄
が
当
時
の
農

民
に
慕
わ
れ
、生
祠
と
し
て「
寺

西
神
社
」
に
ま
つ
ら
れ
た
。

　

樹
齢
２
０
０
年
の
桜
が
見
ご

ろ
を
迎
え
る
中
、
あ
ら
た
に
よ

み
が
え
る
。

　軽自動車税　　　　　　全期
　納期限　４月30日（水）

男性　4,718人（－10）　  世帯数　3,293戸（－ 5）
女性　4,860人（－ 5）　    　  　（　）内は前月比

４月６日（日）
東 舘 診 療 所
☎４６―３１６５４月29日（火）

塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５

４月13日（日）
大 木 医 院
☎３３―２４２４５月３日（土）

木 村 医 院
☎４６―３５２８

４月20日（日）
東白川中央医院
☎３３―３２６３５月４日（日）

あらまちクリニック
☎３３―８０１８

４月27日（日）
おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８５月５日（月）

つちやクリニック
☎４３―２２５０

▼
春
一
番
の
風
が
強
す
ぎ

て
、
昼
休
み
の
散
歩
が
め
げ

そ
う
に
な
り
ま
す
・
・
・
が
、

久
慈
川
河
川
敷
の
桜
の
蕾
が

日
に
日
に
大
き
さ
を
増
す
の

を
見
る
と
、「
明
日
も
頑
張

ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
今
年
も
満
開
の
桜

の
下
を
散
歩
す
る
の
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
神
永
　

亘
）

※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳の

　人口、世帯数を掲載しています。

　３月 12日（水）、東京都千代
田区の靖国神社「啓照館」で、
故小野田寛郎さんのお別れの会
が開かれました。
　当日は、1,800 人以上が参列
され、町からは菊池基文町長、町議会議員らが参列し、祭
壇に飾られた遺影に向かって手を合わせ、ご福を祈りまし
た。また、町内外 2,216 人（最終総数）から記帳された記
帳簿も菊池町長から（財）小野田自然塾へ手渡されました。

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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▲今までの神社

●休日の当番医 ●今月の納税等

●町の人口　９，５78人（3月１日現在）

　

編

集

後

記　

小野田さん靖国神社でお別れの会


